
ニチレクボール
日　　時：10月15日（土）開場８時　競技開始９時
場　　所：稲垣体育館
チーム構成：１チーム３人
競技方法：�12チームで競技し午前中で終了。11点先取す

るか、10分の制限時間で得点の多いチームの
勝ちとします。

申し込み：先着12チーム
そ の 他：試合前にルール等を説明します。

バスケットボール
日　　時：12月４日（日）開場８時　競技開始９時
場　　所：木造中学校体育館
チーム構成：選手10人以内
競技方法：�プレーヤー５人のうち女子選手または男子40

歳以上の選手が常時１人以上出場してくださ
い。高校バスケットボール部に所属している
選手が同時に出場できるのは、プレーヤー５
人のうち３人まで。中学生が参加する場合は、
性別などの制限はありません。

【参加資格】以下のいずれかに該当する方
　①つがる市在住または在勤する方またはその家族
　②つがる市在住の小学生以上の児童生徒
　③木造高校に在籍する生徒
【そ の 他】
　・開、閉会式は行いません。
　・傷害保険に加入します。
【注意事項】
　・�発熱など体調が良くない場合は参加を見合わせて

ください。
　・大きな声で会話、応援をしないでください。
　・�スポーツを行っていない間などはマスクを着用し

てください。
　・こまめな手洗い、手指消毒を行ってください。
　・�新型コロナウイルスの感染状況により中止となる

場合があります。
【�申込方法】稲垣体育館・柏総合体育センター・市教

育委員会に設置またはつがる市スポーツ協会ホーム
ページ掲載の参加申込書に必須事項を記入の上、柏
総合体育センターか稲垣体育館へ持参、郵送、ＦＡＸ、
メールでお申し込みください。電話での申し込みは
できません。

■申込期限
ニチレクボール、グラウンドゴルフ 10月 ７ 日(金)
ソフトバレーボール、ゲートボール 11月 ４ 日(金)
バスケットボール 11月25日(金)

【申し込み・問い合わせ先】
　つがる市スポーツ協会事務局
　〒037-0104　つがる市稲垣町豊川宮川31-3
　稲垣体育館内　電話46-2854　FAX46-2769
　メールnpo@tsugaru-taikyou.jp
　ホームページhttp://tsugaru-taikyou.jp

グラウンドゴルフ
日　　時：10月16日（日）開場８時30分　競技開始９時
場　　所：銀杏ヶ丘公園
競技種目：一般の部、愛好者の部
競技方法：�個人戦24ホール。（社）日本グラウンドゴルフ

協会制定「オフィシャルルール」を準用します。
そ の 他：用具を持っていない人に貸し出しします。

ソフトバレーボール
日　　時：11月13日（日）開場８時　競技開始９時
場　　所：稲垣体育館・稲垣体育センター
チーム構成：選手は５人以内
（ただし、１人は選手兼監督としてください）
競技種目：①男女混合の部（30歳以上）
　　　　　②男子の部（中学生以上）
　　　　　③女子の部（中学生以上）
　　　　　④小学生の部（低学年の部・高学年の部）
競技方法：�30点１セットマッチ打ち切り。男女混合の部

は常時２人以上の女子選手が出場してくださ
い。

ゲートボール
日　　時：11月20日（日）開場８時　競技開始９時
場　　所：柏総合体育センター多目的運動場
チーム構成：１チーム５人（性別問わず）
　　　　　　市ゲートボール協会員は１チーム４人まで
申し込み：先着16チーム

　市民スポーツ大会　参加者募集
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マラソン大会開催に伴う通行制限のお知らせ
　つがる地球村一周マラソン大会の開催に伴い、
コース周辺道路の通行を一部制限します。ご迷惑
をおかけしますが、迂回にご協力ください。
期間：９月25日(日)９時～10時頃
場所：市道　小戸六幹線
※競技が終了次第順次解除します。

全種目　参加無料
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落
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ぶ
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岡
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祭
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祭
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友
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感
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。
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ぶ
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祭
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め
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。

　

ハ
ネ
ト
と
し
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
ま

し
た
が
、
今
回
の
ね
ぶ
た
は
少
し
悲
喜
こ
も

ご
も
の
気
持
ち
も
あ
り
ま
し
た
。
青
森
に
来

て
か
ら
ず
っ
と
仲
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Ｔ
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友
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最
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皆
と
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に
祭
り
に
参
加
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い
っ
き
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た
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生
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れ
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思
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す
。
来
年
は
広
島

と
岡
山
の
親
戚
に
も
是
非
見
に
来
て
欲
し
い

で
す
！

　　 ストップ！わら焼き
稲わらは大事な資源。有効利用しましょう
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　稲わらを焼却するときに発生する煙は、人体へ害を与え、地球温
暖化の要因の一部である二酸化炭素を多量に含んでいるほか、走行
している車の視界の妨げにもなります。
　稲わらは貴重な資源です。すき込みによる土づくり、飼料用や敷
きわらとして畜産農家へ提供するなど、有効利用に取り組み、環境
に優しい農業を推進しましょう。
　市では、稲わら腐熟促進材購入費用に対して、下記のとおり助成
事業を行っています。ぜひご活用ください。
▼�補助対象：�市内水田に散布するために購入する稲わら腐熟促進材

（腐熟効果が認められるもの）
▼�補助金額：�対象経費（税抜き）の1／2以内、または散布する農

地面積１㎡当たり１円を乗じた額のいずれか少ない額
（千円未満の端数は切り捨て）

▼�必要書類：見積書、滞納がない証明書、通帳、印鑑
※申請の際は、散布するほ場の場所が分かるものをご持参ください。

【問い合わせ先】農林水産課　電話42-2111
　稲わらに関する問い合わせ（内線321）、腐熟促進材購入費用助成事業に関する問い合わせ（内線421）

CIRインスタグラム


